
ま
た
老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン

の
問
題
点
は
主
に
次
の
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

★
屋
上
の
雨
漏
り
、
給
排

水
管
の
劣
化
に
よ
る
漏
水

事
故

★
地
震
な
ど
に
よ
る
倒
壊

の
心
配
（
現
在
は
新
築
で
も
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
・
・
・
）

★
修
繕
積
立
金
の
出
費

★
防
犯
、
設
備
的
な
面

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
宅
配

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
の
新
設
）

★
以
前
か
ら
の
入
居
者
と

新
し
い
入
居
者
と
の
問
題

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

で
は
、
冒
頭
で
話
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
３
パ
タ
ー

ン
の
内
容
を
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。
ま
ず
は
「
修

繕
」
で
す
。
こ
れ
は
「
一

般
修
繕
」
と
「
大
規
模
修

繕
」
に
分
か
れ
ま
す
。
一

般
修
繕
で
は
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ド
ア
な
ど
の
器
具
の
故

障
や
取
替
え
、
タ
イ
ル
の

剥
が
れ
の
補
修
な
ど
の
小

規
模
な
修
繕
と
な
り
、
実

際
に
修
繕
を
行
う
た
め
に

は
区
分
所
有
者
（
マ
ン

シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る
人

の
こ
と
）
の
２
分
の
１
以

上
の
合
意
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
規

模
修
繕
に
つ
い
て
は
、

（
裏
面
へ
つ
づ
く
）

不
動
産
な
ん
で
も
相
談

【
Ｑ
．
将
来
的
な
話
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
自
宅
は
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
な
の
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
住
み
続
け
て
老
朽
化
が

進
ん
だ
場
合
、
や
は
り
建
替
え
な
ど
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
の
場
合
、
今
住
ん
で
い
る
私
た
ち
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？
】

こ
こ
最
近
で
は
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
廃
止
（
も
う
少
し

先
の
話
で
す
が
）
や
、
金
利

の
上
昇
な
ど
も
一
役
買
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
新
築
と
は
言
っ
て
も
購

入
し
て
か
ら
は
、
よ
っぽ
ど
の

立
地
で
は
な
い
限
り
、
価
値
は

下
が
って
い
き
ま
す
。

し
か
し
殆
ど
の
方
が
購
入
し

た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
一
生
住
も
う

と
思
って
い
る
の
で
、
将
来
売
却

の
こ
と
ま
で
考
え
て
い
る
か
と
い

う
と

（後
半
へ
続
く
）

発
行
所

加
来
不
動
産
（有
）

発
行
者

加
来

寛

小
倉
南
区
守
恒
本
町
一-

十
二-

二
十
三-

一
〇
一

(093

）九
六
二
―
五
八
一
一
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「
マ
ン
シ
ョ
ン
老
朽
化
」
後
半

そ
こ
ま
で
考
え
て
い
る
人
は

少
数
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す

が
、
あ
る
時
点
か
ら
こ
の
老

朽
化
の
問
題
を
自
分
た
ち
の

現
実
の
問
題
と
し
て
考
え
る

時
期
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
「老
朽
化
し
た
マ
ン

シ
ョ
ン
」と
は
築
後
年
数
が
３

０
年
を
越
え
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。

夏
も
い
よ
い
よ
本
格
的
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
夏
と
い
え

ば
「花
火
」「海
水
浴
」
「夏
祭

り
」
「キ
ャ
ン
プ
」
「か
き
氷
」

「甲
子
園
」と
人
そ
れ
ぞ
れ

夏
の
楽
し
み
方
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
体
調
を
整
え
な
が

ら
今
年
の
夏
も
満
喫
し
て
く

だ
さ
い
。

Ａ
．
さ
て
、
今
回
は
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
の
老
朽
化
に
つ
い
て
の

ご
相
談
で
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
老

朽
化
の
行
き
着
く
先
は
、
大

き
く
分
け
て
３
パ
タ
ー
ン
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
話
に
出
て

い
ま
す
「建
替
え
」、
そ
し
て

「改
修
」と
「修
繕
」に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
住
ん
で
い
る
マ

ン
シ
ョ
ン
内
の
管
理
組
合
の
承

諾
が
必
要
に
な
って
き
ま
す
。

吉田初美の感動体験！

７月１５日に下関市のとある小学校の「トイレ掃除のボランティア」
に社長と井料さんの３人で出掛けて来ました。このボランティアはある
団体が月に１回行なっているもので、今回でなんと１１３回目になるそう
です！当社では年１回この時期に参加をしているのですが、私は初めての
参加でした。いくつかのグループに分かれての掃除でしたが、私のグループには１
回目からずっと参加しているベテランの方もおられました。小学生や、３歳位の子
供も居て参加者の年齢層も幅広かったです。さて肝心のトイレ清掃ですが、なんせ
小学校に入ること自体（選挙投票では地域の小学校の体育館に入りましたが･･･）
２０年振り位で、男子用トイレに入ることも無いものですから少々緊張感はありま
した。チームリーダーの方から便器の磨き方を説明してもらい、全員素手・素足で
取り組みました。戸惑う間もなく、一心不乱に掃除をすること一時間強･･･終わっ
た時は正直、かなり疲れました。でもこういう機会は今までの私の中には殆ど無
かった事でしたので、ちょっぴりいいことをしたなぁと爽快でした。それと同時に、
自分の家のトイレもこれぐらい一心不乱に磨かなくっちゃ～とも考えさせられるい
い機会となった一日でした。

地
域
イ
ベ
ン
ト
情
報

【お
祭
り
情
報
】

☆
「
八
幡
帆
柱
ケ
ー
ブ
ル
」
・・
・

百
億
ド
ル
の
夜
景
と
言
わ
れ
る

帆
柱
山
ま
で
の
２
０
０
ｍ
の
並

木
道
を
、

２
５
０
個
の
灯
ろ

う
で
飾
り
ま
す
。
夏
の
美
し
い

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
す
よ
♪

◎
日
に
ち
・
・
・
８
月
１
２
日

（
日
）
〜
１
９
日
（
日
）
ま
で

◎
時
間
・
・
・
午
後
６
時
〜
９

時
ま
で

☆
「
リ
バ
ー
ア
ス
ロ
ン
大
会
」
・
・
・

約
２
７
０
人
の
選
手
が
勝
山
公

園
を
走
り
、
紫
川
を
泳
ぎ
ま
す
。

◎
日
に
ち
・
・・８
月
１
９
日
（日
）

◎
時
間
・
・
・午
前
十
時
〜
午
後

二
時
半
ま
で
。
観
覧
無
料
で
す
。

☆
『
ま
つ
り
み
な
み2

0
0
7

』
・
・
・

小
倉
南
区
夏
の
大
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
つ
つ
あ
る
夏
祭
り
で
す
♪

◎
場
所
・
・
・志
井
公
園
周
辺

◎
日
に
ち
・・
・８
月
１
８
日
（土
）

◎
時
間
・
・
・午
後
３
時
ス
タ
ー
ト

貴重な体験をしました！



過
分
の
費
用
を
要
す
る
場

合
に
限
っ
て
５
分
の
４
の

多
数
決
で
行
う
こ
と
が
出

来
る
。
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
正
直
あ
い
ま

い
で
す
。
で
す
か
ら
老
朽

化
の
場
合
と
損
傷
な
ど
の
場

合
と
で
条
件
を
分
け
て
客

観
的
に
判
断
で
き
る
基
準

に
改
正
し
よ
う
と
検
討
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

例
え
ば
建
替
え
決
議
で
、

建
替
え
が
決
ま
っ
た
場
合
。

組
合
側
は
、
立
替
え
を
反

対
す
る
居
住
者
の
部
屋
の

権
利
を
買
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
し
、
逆
に
反
対
居

住
者
が
権
利
の
買
取
を
請

求
す
る
。

し
か
し
実
際
に
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
替
え
が
実
行

さ
れ
た
件
数
は
、
７
０
件

ほ
ど
し
か
な
く
、
し
か
も

こ
の
場
合
は
容
積
率
に
ゆ

と
り
が
あ
り
、
古
い
建
物

よ
り
も
大
き
な
建
物
が
建

築
可
能
で
、
更
に
は
大
手

マ
ン
シ
ョ
ン
会
社
の
介
在

に
よ
っ
て
入
居
者
に
金
銭

的
負
担
を
か
け
な
く
て
す

ん
だ
場
合
が
殆
ど
の
よ
う

で
す
。

結
局
の
と
こ
ろ
は
、
修
繕

や
改
修
で
な
ん
と
か
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
一

人
ひ
と
り
価
値
観
が
違
い

ま
す
か
ら
、
ま
と
め
る
と

な
る
と
相
当
な
時
間
と
労

力
が
必
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は

ず
っ
と
付
い
て
回
る
問
題

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ワタミの社長・渡邉美樹。今、コムスンの買収などでちょく
ちょくと名前は耳にしたことがあるかもしれません。最近、こ
の渡邉社長の著書を何冊か買い求め読んでおりますが、スゴイ
人だなぁと感心せずにはいられません。自分の言っていること
が終始一貫しています。言葉と行動にブレがないんです。私は
相変わらず言動がフラフラです（苦笑）。この著書の中にたく
さん心に響く言葉が書いてありましたが、私が特に心に響いた
言葉は『人間はそれぞれ持って生まれたものが異なる。～中略
～きみに言いたい。けっして、まわりと比較してはいけない。
比較していいのは、きみの「昨日」と「今日」だけである。自
分は自分以上ではなく、以下でもない。自分自身が相対的にで
はなく、絶対的に成長することが大切なのである。』。継続し
て結果を残している人に大きく共通していることは、良い意味
での自己否定だと感じています。昨日より今日。今日より明日、
といった具合に、常に自分を反省し、そしてそれを次に繋げて
いく。人も会社も「もうこれで満足だ」「もうこれで成功し
た」と思った瞬間から衰退していくのだと思います。良い意味
でいつまでも未完成という気持ちでいたいと思います。

先月グッときた本の紹介

感
動
日
記

『きみはなぜ働くか。』

（
続
き
↓
）
外
壁
改
修
・
塗

装
・
躯
体
改
修
（
マ
ン
シ
ョ

ン
本
体
の
柱
な
ど
）
・
鉄
部

塗
装
・
防
水
な
ど
の
内
容
に

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
一
世

帯
あ
た
り
５
０
万
円
〜
１
０

０
万
円
負
担
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
全
額
を

修
繕
積
立
金
で
賄
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、

不
足
す
る
場
合
は
、
居
住
者

が
「
一
時
金
を
支
払
う
」
ま

た
は
「
融
資
を
受
け
る
」
か

「
そ
の
二
つ
を
併
用
す
る
」

方
法
で
対
応
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ち
な
み
に
大
規
模

修
繕
を
行
う
場
合
は
住
民
の

４
分
の
３
以
上
の
同
意
が
必

要
で
す
。

ま
た
「
改
修
」
と
は
、
性
能

や
機
能
を
向
上
さ
せ
る
よ
う

な
改
造
・
変
更
や
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
な
ど
を
伴
う
工
事
で
、

例
え
ば
、
耐
震
安
全
性
の
向

上
を
目
的
と
す
る
耐
震
改
修
。

共
用
廊
下
・
階
段
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
新
設
な
ど
で
す
。
こ
ち
ら

も
４
分
の
３
以
上
の
同
意
が

必
要
で
す
。

そ
し
て
最
後
が
「
建
替
え
」

で
す
。
定
義
と
し
て
は
、
建

物
が
そ
の
効
用
を
維
持
し
、

ま
た
は
回
復
す
る
の
に

【
加
来
寛
の
感
動
体
験
】

実
は
７
月
７
日
の
七
夕
の

日
に
、
３
年
後
の
自
分
に

向
け
て
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を

埋
め
ま
し
た
。
参
加
人
数
は

１
７
名
。
私
は
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
埋
め
る
の
は
初

め
て
で
し
た
が
、
今
の
時

代
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
も
の

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
売

ら
れ
て
る
ん
で
す
！
参
加

者
は
自
分
に
向
け
て
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
目
標
を
書

い
て
封
筒
に
入
れ
、
そ
し

て
そ
の
封
筒
の
表
に
は
今

の
自
分
の
姿
を
写
真
に
撮

り
、
そ
れ
を
貼
り
付
け
ま

し
た
。
埋
め
た
場
所
は
秘

密
で
す
が
、
３
年
後
と
い

う
近
い
将
来
、
参
加
し
た

人
た
ち
と
自
分
が
ど
ん
な

風
に
成
長
し
て
い
る
か
と

て
も
楽
し
み
で
す
♪

【
井
料
隆
彦
の
感
動
体
験
】

夏
と
い
え
ば
や
っ
ぱ
り
花

火
！
で
す
よ
ね
♪
７
月
２

８
日
に
「
平
尾
台
自
然
の

郷
」
で
行
わ
れ
た
夏
祭
り

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
花

火
大
会
に
妻
と
一
緒
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
山
の

上
は
す
ご
く
涼
し
く
、
普

段
な
ら
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
の
花
火
鑑
賞
に
な
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
汗
拭
き

タ
オ
ル
要
ら
ず
で
し
た
。

今
ま
で
も
色
ん
な
所
で
開

催
さ
れ
る
花
火
大
会
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る

の
で
す
が
、
ど
こ
も
大
盛
況

で
人
ご
み
に
揉
ま
れ
な
が
ら

鑑
賞
し
た
思
い
出
が
多
い
で

す
が
、
平
尾
台
は
と
に
か
く

広
い
の
で
、
の
ん
び
り
と
鑑

賞
で
き
ま
し
た
。
花
火
自
体

は
他
の
花
火
大
会
に
比
べ
る

と
、
ち
ょ
っ
と
打
ち
上
げ
数

が
少
な
い
か
な･･･

と
思
い

ま
し
た
が
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
は
結
構
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
の
ん
び
り
鑑
賞
で
き
ま

す
し
、
車
の
渋
滞
も
少
な
い

方
だ
と
思
い
ま
す
の
で
結
構

オ
ス
ス
メ
だ
と
思
い
ま
す

よ
！
来
年
い
か
が
で
す
か
？

【
鈴
木
恭
蔵
の
感
動
体
験
】

妻
と
入
籍
し
て
、
は
や
半
年
。

つ
い
に
念
願
の
新
居
へ
の
引

越
し
を
し
ま
し
た
。
と
は

言
っ
て
も
全
然
荷
物
が
な
い

為
、
ま
だ
ま
だ
生
活
観
の
な

い
殺
風
景
な
部
屋
で
す
。
そ

の
た
め
休
日
に
妻
と
一
緒
に

家
具
を
見
に
行
っ
た
り
、
食

器
を
揃
え
た
り
と
充
実
し
た

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、
一
緒
に
暮

ら
し
始
め
て
一
番
感
動
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

毎
日
手
作
り
お
弁
当
を
作
っ

て
く
れ
る
事
で
す
。
し
か
も
、

心
の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
で
。
お
か
げ
様
で
、
よ

り
一
層
仕
事
に
も
打
ち
込
む

こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
れ
を

見
た
ス
タ
ッ
フ
に
は
毎
回
冷

や
か
さ
れ
ま
す
が
（
笑
）
。

こ
れ
か
ら
も
、
家
族
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
。
い
つ
も
あ
り

が
と
う
♪
（
妻
へ
）

渡邉 美樹 著 日本経済新聞出版




